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ろ を選択 して 出現 して い て い る割合が非常に多い ． しか しなが ら，
一

続 きの 尾根を見た場合

に ，尾根 の 傾 斜の 変換は数多 くある が，尾根の すべ て の傾斜変換部で Bo 地形，　 T 地形お よ び そ

れ ら の複合 した微地形がみ られ る わ けで はない ，調査 した尾根全体で み る と，こ れ らの 微地形

の 発達は 1 割未満で ある ．

　　キ
ー

ワ
ー

ド ：微地形，半椀状地形，テ ラ セ ッ ト，斜面 プ ロ セ ス ，生 駒山地 北部

P7 ．自然堤防およ び後背湿地 の堆 積柑 と堆積速度一濃尾 平野北部を例に一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 堀　和明 ・上 田 宏樹 ・宇佐美勝悟 （名城大）

Kazuaki 　HORI
，
　Hiroki　UEDA 　a 皿 d　Shogo 　USAM1 ： Sedimentary 　facies　 and 　accumulation

rates 　 of 　natural 　levee　and 　floodbasin　deposits： an 　example 　from　the　northern 　part 　of

the 　 Nobi　Plain

　濃尾平野 の 河成低地 を構成する旧河道 と自然堤防、i”で オ
ー

ル コ ァ ボ
ー

リ ン グを実施し （AP1

と AP2 コ ア），そ れ らを構成す る堆積物の 特徴や堆積時期，堆積速度を検討 した，採取した堆

積物の うちユ ニ ッ ト6−9が，本研究の 対象となる河成堆積物である．ユ ニ ッ ト6は有機物や植物

痕 を多く含む泥層で 後背湿地 （氾濫盆地）堆積物 と考えられる ．ユ ニ ッ ト7は砂礫層 を主体 と

す る こ とや か つ て揖斐川が こ こ を流れ て い た こ とか ら，河川流路堆積物 と解釈 され る、ユ ニ ッ

ト8は砂質堆積物か らな り，深度方向の粒度変化が大 き い こ と．お よび掘削地点が 自然堤防上

で ある こ とか ら自然堤防堆積物 と考えられる．ユ ニ ッ ト9は水 田土壌 （耕作土）で ある，API コ

ア の ユ ニ ッ ト6（後背湿地）の 最下部か らは約 3200cal　 BP の年代が得 られて い る．ユ ニ ッ ト6の

最 E部に 近 い 深度の 年代は，AP1 コ ア で 1500　cal 　BP ，　 AP2 コ ア で 600　cal　BP で ある．また．　 AP2

コ ア の ユ ニ ッ ト8の 最下部 （自然堤防）の 年代 は約 420　cal　BP で あ っ た ．年代測定結 果か ら堆

積速度を推定 した と こ ろ ，後背湿地堆積物 は API コ ア で 約 0．1cm ／yr，　 AP2 コ ア で約 0．2cm ！yr と

な る．・一
方，自然堤 防堆積物は約 1，5cm ！yrで ，後背湿地堆積物の 堆積速度 に 比 べ て 約 4−15 倍

大 きい ，

　　キーワ ー ド ： 河成堆積物，氾濫堆積物，海水準変動

P8 ．中国山地 に お ける 地 すべ り地形の マ ッ ピ ン グ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 井口　隆 ・清水文健 ・内山庄
一

郎 （防災科研）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大八木規夫 （深 田地 質研究所）

Takashi　 INOKUCHI
，
　 Fumitake 　 SHIMIZU

，
　 Shoichiro　 UCHIYAMA 　 and 　 Norio　 OYAGI ：

Landslide　distribution　map 　 on 　the　Chugoku 　Mountains

　防災科学技術研究所で は ，1982年よ り縮尺 5万分 の 1で 地すべ り地形分布図を刊行 して きた，

これまで に東北 ・関東 ・中部 ・近畿地方の刊行を終 えた．判読 を終えた地域の 地す べ り地形の

分布状況 に つ い て ，予想以 Lに多 く存在 して い る こ とを明 らか に し，斜面地形 の 形成に地すべ

り変動が大 きな役割を果 た して い る こ とを示 して きた．昨年，中 国地 方の 地すべ り地形判読を

行 な い ，地すべ り地形集成図 を作成 した，

　地すべ り地形 の 判読は こ れ まで と同様 に 4万分 の 1 モ ノ ク ロ 空中写 真 の 実体視判 読に よ り進

め た　中 国山地 はたた ら製鉄 の ため の 鉄 穴流 しが盛ん に行 われた地域 で あ り，そ の 跡 地が地 す

べ り地形 に類似 して い る こ とが 判読中 に分 か っ た．そ こ で 貞方昇 著 「中国地方にお ける鉄穴流

しに よ る地形環境変貌」 を参考 に地すべ り地形 との 判別を行な っ た．

　作成 した地すべ り地形分布図 の 範囲は，5万分 の 1地形図 66面分 で，範囲内に 12200余の 地

すべ り地形が確認で きた ．5 万地形図 1面あた りの 地す べ り地形数は 200足 らずで，東北 地方 ・
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